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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御装置と接続される内視鏡であって、
　被検体を撮像し、前記被検体に係る撮像信号を生成するイメージャと、
　前記内視鏡又は前記制御装置の動作状態又は動作モードを表すステータス信号を受け取
るステータス信号取得回路と、
　前記ステータス信号取得回路を介して受け取った前記ステータス信号に応じて前記撮像
信号を処理するプリプロセッサと、
　を具備し、
　前記動作モードを表すステータス信号は、前記被検体に対する観察モードが白色光観察
モードであるか特殊光観察モードであるかを示す情報を含み、
　前記プリプロセッサは、前記ステータス信号によって示される前記観察モードが白色光
観察モードであるか特殊光観察モードであるかに応じて前記撮像信号に対して異なる画素
補間処理を行う内視鏡。
【請求項２】
　前記ステータス信号は、前記制御装置から送信される請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記プリプロセッサは、前記観察モードが白色光観察モードであることを示す前記ステ
ータス信号を受け取ったときには前記撮像信号に対して線形補間を行い、前記観察モード
が特殊光観察モードであることを示す前記ステータス信号を受け取ったときには前記撮像
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信号に対して適応型カラープレーン補間を行う請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記動作状態を表すステータス信号は、前記制御装置がホワイトバランスの取得を完了
したことを示す情報及び前記制御装置による光源の消灯が完了したことを示す情報を含み
、
　前記プリプロセッサは、前記ホワイトバランスの取得を完了したことを示すステータス
信号と前記光源の消灯が完了したことを示すステータス信号とを受け取ったときに、前記
撮像信号に対する欠陥画素補正処理のキャリブレーションを行う請求項１に記載の内視鏡
。
【請求項５】
　前記欠陥画素補正処理のキャリブレーションは、白キズ欠陥画素の位置検出を含む請求
項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記動作状態を表すステータス信号は、前記制御装置がホワイトバランスの取得中であ
ることを示す情報及び前記制御装置による光源の消灯が完了したことを示す情報を含み、
　前記プリプロセッサは、前記ホワイトバランスの取得中であることを示すステータス信
号と前記光源の消灯が完了したことを示すステータス信号とを受け取ったときに、前記撮
像信号に対する黒レベル補正処理のキャリブレーションを行う請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御装置と接続される内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムでは、画像処理機能を有するプロセッサを備えた制御装置に、用途に応
じた各種の内視鏡（スコープ）が接続される。プロセッサでは、接続された内視鏡の種別
に応じた画像処理が行われる。画像処理された画像は、例えばモニタに表示される（例え
ば、日本国特開２００７－１８５３４９号公報）。
【発明の概要】
【０００３】
　近年の内視鏡では、その用途に応じた多種多様な撮像素子（イメージャ）が使用される
。このような多種多様なイメージャの種別や内視鏡システムの観察モードといった多様な
条件に対応したすべての処理をプロセッサにおいて実施しようとすると、プロセッサの回
路規模が膨大になる。また、プロセッサでは現在対応していないような新規の内視鏡が接
続された際には、その内視鏡に応じた処理は困難である。
【０００４】
　本発明は、前記の事情に鑑みてなされたものであり、プロセッサの回路規模の増大を抑
制しつつ、多様な条件に応じた最適な処理が可能な内視鏡を提供することを目的とする。
【０００５】
　前記の目的を達成するために、本発明の一態様の内視鏡は、制御装置と接続される内視
鏡であって、被検体を撮像し、前記被検体に係る撮像信号を生成するイメージャと、前記
内視鏡又は前記制御装置の動作状態又は動作モードを表すステータス信号を受け取るステ
ータス信号取得回路と、前記ステータス信号取得回路を介して受け取った前記ステータス
信号に応じて前記撮像信号を処理するプリプロセッサとを具備し、前記動作モードを表す
ステータス信号は、前記被検体に対する観察モードが白色光観察モードであるか特殊光観
察モードであるかを示す情報を含み、前記プリプロセッサは、前記ステータス信号によっ
て示される前記観察モードが白色光観察モードであるか特殊光観察モードであるかに応じ
て前記撮像信号に対して異なる画素補間処理を行う。
【０００６】
　本発明によれば、プロセッサの回路規模の増大を抑制しつつ、多様な条件に応じた最適
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な処理が可能な内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る内視鏡を含む内視鏡システムの構成を示す図
である。
【図２】図２は、内視鏡の動作の第１の例を説明するためのフローチャートである。
【図３】図３は、内視鏡の動作の第２の例を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施
形態に係る内視鏡を含む内視鏡システムの構成を示す図である。図１に示す内視鏡システ
ム１は、内視鏡（スコープ）１００と、制御装置２００とを有している。内視鏡１００は
、制御装置２００に接続される。制御装置２００に内視鏡１００が接続されることにより
、内視鏡１００と制御装置２００とは通信できるようになる。内視鏡１００と制御装置２
００との通信は、例えばユニバーサルケーブルを介した有線通信によって行われる。しか
しながら、内視鏡１００と制御装置２００との通信は、必ずしも有線通信でなくてもよい
。
【０００９】
　内視鏡１００は、コントローラ１０２と、通信回路１０４と、イメージャ１０６と、駆
動回路１０８と、プリプロセッサ１１０と、内視鏡情報メモリ１１２と、操作部１１４と
を有している。
【００１０】
　コントローラ１０２は、ＣＰＵ、ＡＳＩＣ及びＦＰＧＡといった制御回路であり、内視
鏡１００の通信回路１０４、イメージャ１０６といった内視鏡１００の各部を制御する。
【００１１】
　ステータス信号取得回路の一例としての通信回路１０４は、内視鏡１００が制御装置２
００に接続されたときに、コントローラ１０２の制御の下、内視鏡１００と制御装置２０
０との通信を仲介する。例えば、通信回路１０４は、制御装置２００のシステムコントロ
ーラ２０２から送信されてくるステータス信号を内視鏡情報メモリ１１２に転送する。ス
テータス信号は、内視鏡１００又は制御装置２００の動作状態又は動作モードを表す信号
である。ステータス信号の詳細については後で説明する。また、通信回路１０４は、内視
鏡情報メモリ１１２に記憶されている各種の情報を制御装置２００のプロセッサ２１０に
送信する。
【００１２】
　イメージャ１０６は、内視鏡１００における被検体に挿入される部分である挿入部の最
先端部に設けられている。このイメージャ１０６は、ＣＭＯＳイメージセンサ又はＣＣＤ
イメージセンサである。また、イメージャ１０６は、例えばベイヤ配列のカラーフィルタ
を有している。このようなイメージャ１０６は、駆動回路１０８からの駆動クロックに同
期して被検体の体内を撮像して被検体に係る撮像信号を生成する。
【００１３】
　駆動回路１０８は、制御装置２００の同期信号発生回路２１２から送信されてくる同期
信号に同期した駆動クロックを生成する。そして、駆動回路１０８は、駆動クロックをイ
メージャ１０６に入力する。イメージャ１０６は、コントローラ１０２の制御の下、駆動
クロックに同期して撮像動作を行う。
【００１４】
　プリプロセッサ１１０は、イメージャ１０６の撮像動作の結果として出力される撮像信
号に対して前処理を施す。前処理は、撮像信号の増幅処理、Ａ／Ｄ変換処理、画素補間（
デモザイキング）処理、欠陥画素補正処理、黒レベル補正処理等を含む。
【００１５】
　デモザイキング処理は、ベイヤ配列のように各画素が１つの色成分に対応している撮像
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信号から、各画素が複数の色成分に対応している撮像信号を生成する処理である。ここで
、本実施形態におけるプリプロセッサ１１０は、複数種類のデモザイキング処理を行うこ
とができるように構成されており、プロセッサ２１０から入力されるステータス信号に応
じて、使用するデモザイキング処理を適宜に選択する。例えば、プリプロセッサ１１０は
、線形補間及び適応型カラープレーン補間（Adaptive Color Plane Interpolation：ＡＣ
ＰＩ）の何れかを用いてデモザイキングを行う。線形補間は、補間対象の画素の近傍の複
数の撮像信号の平均値を用いて補間対象の画素の他の色成分の撮像信号を補間する処理で
ある。ＡＣＰＩは、補間対象の画素の線形補間結果にさらに高周波成分を加えた値を用い
て補間対象の画素の他の色成分の撮像信号を補間する処理である。
【００１６】
　欠陥画素補正処理は、イメージャ１０６の白キズ画素を補正する処理を含む。白キズ画
素は、撮像信号に過度の暗電流成分が重畳されることにより、本来出力されるべき撮像信
号よりも高輝度の撮像信号が出力されてしまう画素のことである。白キズ補正は、例えば
内視鏡１００の製造時において予め特定されている白キズ画素の撮像信号を、その周囲の
同色の画素の線形補間値で置き換えることによって行われる。ここで、白キズ画素は、温
度変化や経時変化によって増減する。したがって、本実施形態ではプロセッサ２１０から
のステータス信号に応じて認識される特定のタイミングにおいても白キズ画素の位置の検
出が行われる。このタイミングは、例えば、ホワイトバランスの取得の完了後で、かつ、
光源２０８の消灯が完了したタイミングである。詳細については後で説明する。また、欠
陥画素補正処理は、イメージャ１０６の黒キズ画素を補正する処理を含んでいてもよい。
黒キズ画素は、撮像信号が出力されない画素のことである。
【００１７】
　黒レベル補正は、イメージャ１０６の有効画素領域の黒レベルとイメージャ１０６のオ
プティカルブラック領域の黒レベルとが相違してしまうことによる撮像信号の黒レベル変
動（所謂黒浮き、黒沈み）を補正する処理である。本実施形態ではプロセッサ２１０から
のステータス信号に応じて認識される特定のタイミングにおいて黒レベル補正が行われる
。このタイミングは、白キズ画素の検出のタイミングと同様の、ホワイトバランスの取得
の完了後で、かつ、光源２０８の消灯が完了したタイミングである。詳細については後で
説明する。
【００１８】
　内視鏡情報メモリ１１２は、例えば不揮発性メモリであり、内視鏡１００の種別を特定
するための情報であるスコープＩＤを記憶している。また、内視鏡情報メモリ１１２は、
内視鏡１００における前処理で使用されるパラメータ及びプロセッサ２１０における画像
処理で使用されるパラメータ等の各種のパラメータを記憶している。例えば、前処理で使
用されるパラメータは、カラーフィルタの種類及び配列情報といったデモザイキング処理
に使用されるパラメータ、白キズ画素や黒キズ画素の位置情報といった欠陥画素補正に使
用されるパラメータ、基準黒レベルといった黒レベル補正に使用されるパラメータを含む
。また、プロセッサ２１０における画像処理で使用されるパラメータは、ホワイトバラン
スゲインを含む。さらに、内視鏡情報メモリ１１２は、通信回路１０４を介して制御装置
２００のシステムコントローラ２０２から送信されるステータス信号を記憶する。ここで
、内視鏡情報メモリ１１２は、必ずしも単一のメモリである必要はなく、複数のメモリで
あってもよい。例えば、ステータス信号を記憶するメモリは不揮発性メモリでなく、揮発
性メモリであってもよい。
【００１９】
　操作部１１４は、内視鏡１００に設けられ、使用者が内視鏡１００の各種操作を行うた
めの操作部材を含む。この操作部材は、内視鏡１００を湾曲させるためのノブ、各種の操
作ボタンを含む。
【００２０】
　制御装置２００は、システムコントローラ２０２と、通信回路２０４と、操作パネル２
０６と、光源２０８と、プロセッサ２１０と、同期信号発生回路２１２とを有している。
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【００２１】
　システムコントローラ２０２は、ＣＰＵ、ＡＳＩＣ及びＦＰＧＡといった制御回路であ
り、使用者による操作パネル２０６の操作を受けて、制御装置２００の通信回路２０４、
光源２０８といった制御装置２００の各部の動作を制御する。また、システムコントロー
ラ２０２は、内視鏡システム１の観察モード等の動作モードが変更されたとき又は制御装
置２００における動作状態の変化が生じたときにステータス信号を生成し、生成したステ
ータス信号を通信回路２０４を介して内視鏡１００に送信する。
【００２２】
　通信回路２０４は、内視鏡１００が制御装置２００に接続されたときに、システムコン
トローラ２０２の制御の下、制御装置２００と内視鏡１００との通信を仲介する。例えば
、通信回路２０４は、内視鏡１００にステータス信号を送信する。また、通信回路２０４
は、内視鏡１００から送信されてくる各種の情報をシステムコントローラ２０２に転送す
る。
【００２３】
　操作パネル２０６は、使用者が制御装置２００を操作するための各種の操作部材が設け
られたパネルである。この操作部材は、スイッチやボタンといった操作部材及びタッチパ
ネルを含む。例えば、操作パネル２０６によって観察モード等の動作モードの設定といっ
た各種の設定をするための操作が行われる。操作パネル２０６の操作を受けて、システム
コントローラ２０２は、対応する操作内容に応じた制御を開始する。また、操作パネル２
０６の操作を受けて、システムコントローラ２０２は、対応する操作内容に応じたステー
タス信号を生成する。
【００２４】
　光源２０８は、システムコントローラ２０２の制御により、被検体を照明するための照
明光を発する。光源２０８から射出された照明光は、図示しないライトガイドを介して内
視鏡１００に伝達される。そして、内視鏡１００に伝達された照明光は、挿入部の先端か
ら被検体に向けて照射される。ここで、本実施形態における光源２０８は、白色光又は特
殊光を照射するように構成されている。白色光は、可視波長域において波長に対してブロ
ードな強度の特性を有する光である。白色光は、例えば被検体を明るくするために用いら
れる。特殊光は、特定の波長付近にピークを有するスペクトル光である。特殊光は、狭帯
域光観察（Narrow Band Imaging:ＮＢＩ）、蛍光観察（Auto-fluorescence Imaging：Ａ
ＦＩ）、赤外観察（Infra-red Imaging：ＩＲＩ）といった被検体の特定の部位を強調し
た観察をするために用いられる。
【００２５】
　プロセッサ２１０は、プリプロセッサ１１０で前処理された撮像信号に対して画像処理
を施して例えばモニタでの観察に使用される画像データを生成する。ここで、プロセッサ
２１０で行われる画像処理は、例えばホワイトバランス補正、階調補正を含む。そして、
プロセッサ２１０は、生成した画像データを例えばモニタに出力する。画像データがモニ
タに出力された場合、モニタには内視鏡１００で撮像された被検体の画像が表示される。
【００２６】
　同期信号発生回路２１２は、同期信号を生成し、生成した同期信号をプロセッサ２１０
と駆動回路１０８とに送信する。これにより、イメージャ１０６の撮像動作とプロセッサ
２１０の画像処理とが同期する。
【００２７】
　以下、本実施形態における内視鏡１００の動作を説明する。図２は、内視鏡１００の動
作の第１の例を説明するためのフローチャートである。第１の例では、内視鏡１００のプ
リプロセッサ１１０は、内視鏡システム１の観察モードに応じて異なるデモザイキング処
理を行う。図２の例では、内視鏡システム１は、白色光観察（White light imaging：Ｗ
ＬＩ）モードと特殊光観察モードの２種類の観察モードで動作する。ＷＬＩモードは、被
検体に白色光を照射して被検体を観察するためのモードである。特殊光観察モードは、狭
帯域光観察（ＮＢＩ）、蛍光観察（ＡＦＩ）、赤外観察（ＩＲＩ）の何れかで被検体を観
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察するためのモードである。観察モードの設定は、使用者による操作パネル２０６の操作
に従って行われる。観察モードが設定されると、制御装置２００のシステムコントローラ
２０２は、現在の観察モードを示すステータス情報を生成する。そして、システムコント
ローラ２０２は、生成したステータス信号を内視鏡１００に送信する。内視鏡１００で受
信されたステータス信号は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶される。内視鏡情報メモリ１
１２に記憶されるステータス信号は、逐次に更新される。また、観察モード等の動作モー
ドを示すステータス情報、動作状態を示すステータス情報は内視鏡情報メモリ１１２の異
なる記憶領域に記憶されてもよい。
【００２８】
　例えば、内視鏡１００が制御装置２００に装着されることで、図２の処理が開始される
。また、内視鏡１００が制御装置２００に装着されることで、内視鏡１００から制御装置
２００にスコープＩＤ及び各種のパラメータが送信される。これにより、プロセッサでは
、内視鏡１００の種別に応じた処理を行うことが可能になる。
【００２９】
　ステップＳ１０１において、プリプロセッサ１１０は、前処理のパラメータを初期化す
る。ステップＳ１０１では、例えば、撮像信号のゲイン及びプリプロセッサ１１０によっ
て実行されるデモザイキング処理の設定が初期化される。
【００３０】
　ステップＳ１０２において、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶
されているステータス情報を取得する。ステップＳ１０３において、プリプロセッサ１１
０は、ステータス情報を参照して、現在の観察モードがＷＬＩモードであるか否かを判定
する。ステップＳ１０３において、現在の観察モードがＷＬＩモードであると判定された
ときに、処理はステップＳ１０４に移行する。ステップＳ１０３において、現在の観察モ
ードがＷＬＩモードでない、すなわち特殊光観察モード（ＮＢＩモード、ＡＦＩモード、
ＩＲＩモードの何れか）であると判定されたときに、処理はステップＳ１０５に移行する
。
【００３１】
　ステップＳ１０４において、プリプロセッサ１１０は、デモザイキング処理として線形
補間を設定する。ステップＳ１０５において、プリプロセッサ１１０は、デモザイキング
処理としてＡＣＰＩを設定する。ステップＳ１０４又はステップＳ１０５の後、プリプロ
セッサ１１０は、デモザイキング処理の設定が完了したことをコントローラ１０２に通知
する。
【００３２】
　ステップＳ１０６において、コントローラ１０２は、イメージャ１０６による撮像動作
を実行する。ステップＳ１０７において、プリプロセッサ１１０は、イメージャ１０６か
ら出力される撮像信号に対する前処理を行う。前処理は、イメージャ１０６からの撮像信
号の増幅処理、Ａ／Ｄ変換処理、デモザイキング処理といった処理を含む。デモザイキン
グ処理に際し、プリプロセッサ１１０は、ステップＳ１０４又はステップＳ１０５での設
定に従ってデモザイキング処理を行う。例えば、観察モードがＷＬＩモードであるときに
はステップＳ１０４においてデモザイキング処理として線形補間が設定される。この場合
、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶されているカラーフィルタの
種類及び配列情報に応じて撮像信号に対する線形補間を行う。一方、観察モードがＷＬＩ
モードでない、すなわち特殊光観察モードであるときにはステップＳ１０５においてデモ
ザイキング処理としてＡＣＰＩが設定される。この場合、プリプロセッサ１１０は、内視
鏡情報メモリ１１２に記憶されているカラーフィルタの種類及び配列情報に応じて撮像信
号に対するＡＣＰＩを行う。ＡＣＰＩでは、線形補間よりも先鋭な画像を得ることができ
るので、特殊光観察モードにおいてＡＣＰＩを選択することで、特にエッジ部における解
像を高く保つことが可能である。一方、ＷＬＩモードではエッジ部においてそれほどの先
鋭度は必要とされない。このため、ＷＬＩモードでは線形補間を選択することで処理の負
荷を軽減することが可能である。デモザイキング処理を含む各種の前処理の終了後、処理
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はステップＳ１０８に移行する。
【００３３】
　ステップＳ１０８において、プリプロセッサ１１０は、前処理した撮像信号を、通信回
路１０４を介して制御装置２００に送信する。通信回路２０４を介して撮像信号を受け取
ったプロセッサ２１０は、予め受け取った内視鏡１００の種別に従って撮像信号に対して
画像処理を行う。そして、プロセッサ２１０は、画像処理によって生成された画像データ
を例えばモニタに出力する。
【００３４】
　ステップＳ１０９において、コントローラ１０２は、内視鏡１００の動作を終了するか
否かを判定する。例えば、内視鏡１００が制御装置２００から外されたり、電源オフ操作
等によって制御装置２００から内視鏡１００の動作を終了するとの指示を受けたりしたと
きに、内視鏡１００の動作を終了すると判定する。ステップＳ１０９において、内視鏡１
００の動作を終了しないと判定されたときに、処理はステップＳ１０２に移行する。ステ
ップＳ１０９において、内視鏡１００の動作を終了すると判定されたときに、図２の処理
は終了する。
【００３５】
　このように、図２の例では、プリプロセッサ１１０は、ステータス信号によって示され
る観察モードに応じて撮像信号に対するデモザイキング処理の種類を変更する。これによ
り、高解像度化が必要な観察モードでは高解像度の撮像信号を得ることが可能なデモザイ
キング処理を使用し、高解像度化が不要な観察モードでは処理負荷の軽減を図るといった
使い分けを内視鏡１００の内部で行うことが可能である。つまり、プロセッサ２１０を複
数種類のデモザイキング処理が可能なように構成する必要がなくなり、プロセッサ２１０
の回路規模の増大を抑制することが可能である。
【００３６】
　図３は、内視鏡１００の動作の第２の例を説明するためのフローチャートである。第２
の例において、内視鏡システム１のプリプロセッサ１１０は、欠陥画素補正処理のキャリ
ブレーション及び黒レベル補正処理のキャリブレーションを適宜なタイミングで行う。こ
のタイミングは、前述したように、ホワイトバランスの調整完了後、かつ、光源の消灯後
のタイミングである。
【００３７】
　例えば、内視鏡１００が制御装置２００に装着されることで、図３の処理が開始される
。また、内視鏡１００が制御装置２００に装着されることで、内視鏡１００から制御装置
２００にスコープＩＤ及び各種のパラメータが送信される。これにより、プロセッサでは
、内視鏡１００の種別に応じた処理を行うことが可能になる。
【００３８】
　ステップＳ２０１において、プリプロセッサ１１０は、前処理のパラメータを初期化す
る。ステップＳ２０１では、例えば、撮像信号のゲインが初期化される。
【００３９】
　ステップＳ２０２において、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶
されているステータス情報を取得する。ステップＳ２０３において、プリプロセッサ１１
０は、ステータス情報を参照して、現在の制御装置２００の動作状態がホワイトバランス
の取得中であるか否かを判定する。図３の例の内視鏡システム１は、ホワイトバランスの
調整機能を有している。このホワイトバランス調整機能を使用する際に、使用者は、挿入
部にホワイトバランスキャップと呼ばれるキャップをはめる。その後、使用者は、操作パ
ネル２０６を操作して内視鏡システム１の動作モードをホワイトバランス調整モードに設
定する。これにより、ホワイトバランス調整が開始される。ここで、本実施形態において
は、内視鏡システム１の動作モードがホワイトバランス調整モードになると、システムコ
ントローラ２０２は、光源２０８を点灯させる。その後、システムコントローラ２０２は
、現在、ホワイトバランス取得中であることを示すステータス信号を内視鏡１００に送信
する。プリプロセッサ１１０は、このステータス信号からステップＳ２０３の判定を行う
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。ステップＳ２０３において、現在の制御装置２００の動作状態がホワイトバランスの取
得中であるときには、処理はステップＳ２０４に移行する。ステップＳ２０３において、
現在の制御装置２００の動作状態がホワイトバランスの取得中でないときには、処理はス
テップＳ２１１に移行する。
【００４０】
　ステップＳ２０４において、プリプロセッサ１１０は、欠陥画素補正処理のキャリブレ
ーションのスタンバイ状態となる。欠陥画素補正処理のキャリブレーションのスタンバイ
状態のときに、コントローラ１０２は、プロセッサ２１０におけるホワイトバランス取得
のためにイメージャ１０６による撮像動作を開始させる。その後、処理はステップＳ２０
５に移行する。
【００４１】
　ステップＳ２０５において、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶
されているステータス情報を取得する。ステップＳ２０６において、プリプロセッサ１１
０は、ステータス情報を参照して、現在の制御装置２００の動作状態がホワイトバランス
の取得完了であるか否かを判定する。前述したように、システムコントローラ２０２から
ホワイトバランス取得中であることを示すステータス信号が内視鏡１００で受信されると
、コントローラ１０２は、イメージャ１０６による撮像動作を開始する。ホワイトバラン
スキャップの内面は白色に色づけられている。ここで、ホワイトバランスゲインの設定が
適切であれば、ホワイトバランス補正によってホワイトバランスキャップの白色が正しく
再現される。しかしながら、ホワイトバランスゲインの設定が適切でないと、ホワイトバ
ランス補正によってホワイトバランスキャップの色は赤みを有したり、青みを有したりす
る。プロセッサ２１０は、ホワイトバランスキャップの白色が予め定められた基準白色に
なるようにホワイトバランスゲイン（ホワイトバランスＲゲイン、ホワイトバランスＢゲ
イン）を算出する。このようにしてホワイトバランスの調整が行われる。ホワイトバラン
スの調整後、プロセッサ２１０は、システムコントローラ２０２に対してホワイトバラン
ス調整が完了したことを通知する。これを受けて、システムコントローラ２０２は、ホワ
イトバランスの取得が完了したことを示すステータス信号を内視鏡１００に送信する。プ
リプロセッサ１１０は、このステータス信号からステップＳ２０６の判定を行う。ステッ
プＳ２０６において、現在の制御装置２００の動作状態がホワイトバランスの取得完了で
あるときには、処理はステップＳ２０７に移行する。ステップＳ２０６において、現在の
制御装置２００の動作状態がホワイトバランスの取得完了でないときには、処理はステッ
プＳ２０５に戻る。
【００４２】
　ステップＳ２０７において、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶
されているステータス情報を取得する。ステップＳ２０８において、プリプロセッサ１１
０は、ステータス情報を参照して、現在の制御装置２００の動作状態が光源２０８の消灯
中であるか否かを判定する。ホワイトバランスの取得が完了すると、システムコントロー
ラ２０２は、光源２０８を消灯する。光源２０８を消灯した後、システムコントローラ２
０２は、現在、光源２０８の消灯中であることを示すステータス信号を内視鏡１００に送
信する。プリプロセッサ１１０は、このステータス信号からステップＳ２０８の判定を行
う。ステップＳ２０８において、現在の制御装置２００の動作状態が光源の消灯中である
ときには、処理はステップＳ２０９に移行する。ステップＳ２０８において、現在の制御
装置２００の動作状態が光源の消灯中でないときには、処理はステップＳ２０７に戻る。
【００４３】
　ステップＳ２０９において、コントローラ１０２は、イメージャ１０６による撮像動作
を開始させる。ステップＳ２１０において、プリプロセッサ１１０は、イメージャ１０６
から出力される撮像信号に基づいて、欠陥画素補正処理のキャリブレーション及び黒レベ
ル補正処理のキャリブレーションを行う。
【００４４】
　システムコントローラ２０２の制御によって光源２０８が消灯されている。したがって
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、基本的には、イメージャ１０６の各画素からは一定の黒レベルの撮像信号が出力される
。しかしながら、イメージャ１０６に白キズ画素が存在していると、その白キズ画素だけ
が黒レベルよりも大きな撮像信号を出力する。白キズ画素の撮像信号は、例えば補正対象
の白キズ画素の周囲の画素の撮像信号の平均値と置き換えることによって補正される。こ
のためには、白キズ画素の位置を特定しておく必要がある。ここで、白キズ画素は、周囲
温度変化や経時変化の影響を受けて増減する。したがって、白キズ画素の位置は、適宜の
タイミングでキャリブレーションされることが望ましい。本実施形態では、ホワイトバラ
ンスキャップが装着されていて、光源２０８が消灯されている状態、すなわち暗所での撮
像が行われ得る状態において、このキャリブレーションを行う。白キズ画素の位置は、暗
所撮像の結果としてイメージャ１０６から出力される撮像信号のうち、閾値よりも大きな
撮像信号を出力する画素の位置として検出される。検出された白キズ画素の位置は、内視
鏡情報メモリ１１２に記憶される。
【００４５】
　また、イメージャ１０６の撮像信号に黒浮きや黒沈みといった黒レベル変動が生じてい
ると、撮像信号の平均値が所望の黒レベルにはならない。本実施形態では、ホワイトバラ
ンスキャップが装着されていて、光源２０８が消灯されている状態、すなわち暗所での撮
が行われる状態において、この黒レベル補正処理のためのキャリブレーションを行う。黒
レベル補正処理のキャリブレーションは、暗所撮像の結果としてイメージャ１０６から出
力される撮像信号の平均値を基準黒レベルと比較し、その差をオフセット量として算出す
ることで行われる。算出されたオフセット量は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶される。
なお、黒レベル補正処理のキャリブレーションには撮像信号の平均値が用いられる。この
ため、黒レベル補正処理のキャリブレーションは、欠陥画素補正が行われた状態で行われ
ることが望ましい。したがって、ステップＳ２１０の処理は、欠陥画素補正のキャリブレ
ーション、黒レベル補正処理のキャリブレーションの順で行われることが望ましい。
【００４６】
　欠陥画素補正処理のキャリブレーション及び黒レベル補正処理のキャリブレーションの
完了後、プリプロセッサ１１０は、通信回路１０４を介して制御装置２００のシステムコ
ントローラ２０２に、欠陥画素補正処理のキャリブレーション及び黒レベル補正処理のキ
ャリブレーションの完了を通知する。これを受けて、システムコントローラ２０２は、光
源２０８を点灯させる。
【００４７】
　ステップＳ２１１において、コントローラ１０２は、イメージャ１０６による撮像動作
を実行する。ステップＳ２１２において、プリプロセッサ１１０は、イメージャ１０６か
ら出力される撮像信号に対する前処理を行う。前処理は、イメージャ１０６からの撮像信
号の増幅処理、Ａ／Ｄ変換処理、欠陥画素補正処理、黒レベル補正処理といった処理を含
む。欠陥画素補正処理に際し、プリプロセッサ１１０は、内視鏡情報メモリ１１２に記憶
されている欠陥画素の位置を読み出し、欠陥画素の位置の撮像信号をその周囲の画素の撮
像信号を用いて補間する。また、黒レベル補正処理に際し、プリプロセッサ１１０は、内
視鏡情報メモリ１１２に記憶されているオフセット量を読み出し、そのオフセット量を各
画素の撮像信号に加減算する。欠陥画素補正処理及び黒レベル補正処理を含む各種の前処
理の終了後、処理はステップＳ２１３に移行する。なお、ステップＳ２１２において、図
２で示した観察モードに応じたデモザイキング処理が行われてもよい。
【００４８】
　ステップＳ２１３において、プリプロセッサ１１０は、前処理した撮像信号を、通信回
路１０４を介して制御装置２００に送信する。通信回路２０４を介して撮像信号を受け取
ったプロセッサ２１０は、予め受け取った内視鏡１００の種別に従って撮像信号に対して
画像処理を行う。そして、プロセッサ２１０は、画像処理によって生成された画像データ
を例えばモニタに出力する。
【００４９】
　ステップＳ２１４において、コントローラ１０２は、内視鏡１００の動作を終了するか
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否かを判定する。例えば、内視鏡１００が制御装置２００から外されたり、電源オフ操作
等によって制御装置２００から内視鏡１００の動作を終了するとの指示を受けたりしたと
きに、内視鏡１００の動作を終了すると判定する。ステップＳ２１４において、内視鏡１
００の動作を終了しないと判定されたときに、処理はステップＳ２０２に移行する。ステ
ップＳ２１４において、内視鏡１００の動作を終了すると判定されたときに、図３の処理
は終了する。
【００５０】
　以上説明したように本実施形態によれば、内視鏡１００のプリプロセッサ１１０は、制
御装置２００から送信されてくる制御装置の動作モード又は動作状態を表すステータス信
号に応じて適応的に前処理の内容を変更する。これにより、制御装置２００のプロセッサ
２１０は、内視鏡１００に供えられたイメージャ１０６の種類等に応じた各種の処理が行
えるように構成されている必要はない。このため、プロセッサ２１０の回路規模の増大を
抑えることが可能である。
【００５１】
　ここで、前述した実施形態では、ステータス信号は制御装置２００から送信されてくる
例が示されている。これに対し、ステータス信号は、内視鏡１００の内部で生成されるも
のも含まれていてもよい。例えば、内視鏡１００の操作部１１４には、フリーズボタンや
レリーズボタンが設けられていることがある。これらのフリーズボタンやレリーズボタン
が操作されたタイミングを示すステータス信号がプリプロセッサ１１０に入力されるよう
にし、このステータス信号が入力されたタイミングで欠陥画素補正処理のキャリブレーシ
ョン及び黒レベル補正処理のキャリブレーションが実行されてもよい。この場合には、プ
リプロセッサ１１０自体がステータス信号取得回路として機能することになる。使用者に
よってこれらのボタンが押されるタイミングでは、内視鏡１００の挿入部は被検体内に挿
入されており、また、モニタへの表示を行うための撮像は不要になる。したがって、この
タイミングで光源２０８を消灯すれば、ホワイトバランスキャップが装着されたのと同様
に、暗所での撮像が行われ得る。
【００５２】
　以上実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は前述した実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形や応用が可能なことは勿論である。ま
た、前述の各動作フローチャートの説明において、便宜上「まず」、「次に」等を用いて
動作を説明しているが、この順で動作を実施することが必須であることを意味するもので
はない。
【００５３】
　上述した実施形態による各処理は、ＣＰＵ等に実行させることができるプログラムとし
て記憶させておくこともできる。この他、磁気ディスク、光ディスク、半導体メモリ等の
外部記憶装置の記憶媒体に格納して配布することができる。そして、ＣＰＵ等は、この外
部記憶装置の記憶媒体に記憶されたプログラムを読み込み、この読み込んだプログラムに
よって動作が制御されることにより、前述した処理を実行することができる。
【００５４】
　さらに、前記した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構
成要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全
構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、前述したような課題を解決でき、前述
したような効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成も発明として抽出さ
れ得る。
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